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研究成果の概要（和文）：本研究は、20世紀のさまざまな地域に現れた多様な国際秩序構想を、国際政治思想史と外交
史の両面から比較検討することで、アメリカの社会科学として確立した国際関係論を批判的に再検討するものである。
研究を通じて以下の二つの知見を得た。一つは「アメリカの社会科学」を超える試みがしばしばその再生産につながる
という罠への気づきであり、もう一つは国際政治思想史と外交史のメンバーとの対話を深める中で、「歴史的」視点と
手法の可能性を再確認したことである。今後は「国際関係論（IR)」自体を相対化する必要から、「IR」成立以前の19
世紀末まで射程を広げ、国際秩序観を研究する手法としての歴史の可能性を追究したい。

研究成果の概要（英文）：The object of this reseach is to critically reconsider " International Relations 
(IR)"as an American social science by reviewing various ideas of international order in various regions 
in the 20th century from viewpoints of both History of International Thoughts and History of Foreign 
Relations. Through this research we have reached the two findings as follows; Firstly we recognized that 
a plenty of research trying to relativize "American social science" are likely to end up in its 
reproductuon by doing so.Secondly we reconfirmed the potentiality of "historical "perspective and method 
through dialogs between members of History of International Thoughts and those of History of Foreign 
Relations.
Based on them we will extend our perspective back to the time before the genesis of "IR", the end of the 
19th century, and examine the potentiality of History as a method for studying ideas of international 
orders

研究分野：国際政治学、ドイツ国際政治思想
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１．研究開始当初の背景 

(1) 着想に至った経緯：「アメリカの社会科

学」としての国際関係論に対する批判的視

座 

 研究代表者の葛谷は、シュペングラーの文

明論から戦後西ドイツの国際関係論を経て、

1990 年代のドイツのリアリズム論に至る、

20 世紀ドイツの国際政治思想を研究してき

た。その中で認識したのは、第二次世界大戦

後に冷戦の本格化の中で超大国となったア

メリカが一方にあり、その対外戦略の指針と

して確立されたリアリズムを中心とする「ア

メリカの社会科学」（Hoffmann（1977））とし

ての国際関係論が他方にある中で、20 世紀

ドイツの国際政治思想が両者に対する知的

格闘として展開されてきたことであった。国

際関係論が第一次世界大戦の衝撃によって

誕生したことからわかるように、そこには知

的営為と政治的現実の間の強い連関が存在

する。冷戦の終焉とグローバル化の進展とい

う世界政治の大きな変容は、かかるアメリカ

的国際関係論の批判的再検討と、これまで忘

却と批判の対象であったドイツ国際政治思

想の再評価と多様な国際政治思想の系譜へ

の関心をもたらした。言い換えれば、ネオリ

アリズムに代表されるアメリカの国際関係

理論が、普遍化（グローバル化）とそれに並

行して起きた個別化（民族や宗教的原理主義

や国家資本主義の台頭など）の相克、さらに

アメリカの一極支配の後退に対処できなく

なっているのである。すなわち、理論の一般

化・抽象化を志向してきたアメリカの国際関

係理論が、対象の個別性を見る視点を欠いて

きたとして、現在求められているのは、それ

を補う方法としての歴史への視座であり、そ

こで検討の対象となるのは、20 世紀の知

的・世界政治的ヘゲモンとしてのアメリカと

向き合ってきた多様な地域の国際秩序観で

ある。本研究では、かかる問題意識を共有す

る国際政治思想史と外交史の若手研究者が

結集し、主として 20 世紀の異なる地域で生

起した多様な国際秩序観を検討することで、

アメリカ一極支配後の複雑化する世界を理

解し、新たな国際秩序を構想するにあたって

の示唆を提供することを目的とする。 

(2) 国内外の研究動向：アメリカ以外の国

際関係論に対する関心、地域的偏向と歴史

性の不足 

 こうした問題意識は海外でも顕著であり、

国際関係論におけるアメリカのヘゲモニー

に対して、アメリカ以外の国や地域で国際関

係論がどのような理論的発展を行ってきた

かを扱った研究は、近年多数出されている

(Tichner/ Waever(2009), Acharya/ 

Buzan(2010))。また歴史上のさまざまな国際

秩序構想を扱った研究も盛んである

(Buzan(2004))。しかし前者はアジアや中東

など様々な地域を対象としているものの、ア

メリカ国際関係論との相互作用に対する考

察に欠けるきらいがあり、総花的印象に止ま

っている。後者については、巨視的な議論に

傾倒しており、20 世紀アメリカの国際関係

論の問題に正面から取り組んでいるとは言

えず、具体的な国際秩序観の多様性を捉えき

れていない。 

 わが国でも近年国際秩序観や構想を扱っ

た研究が活況を呈している（①佐藤・前田

(2009/2010)、②大賀・杉田(2008)、③遠藤

(2010)など）。①と②については現在の問題

が中心として扱われ、歴史的視点に乏しいき

らいがある。③については歴史と思想の双方

の観点に目配りした好著であり、本研究の問

題意識に近いものであるが、扱われている国

際秩序観が英米に偏っており、「アメリカの

社会科学」としての国際関係論に対する批判

的検討という問題関心にとっては聊か物足

りない。そもそも我が国の国際政治学は歴史

的研究と地域研究の多さをその特徴とする

にもかかわらず、その長所が国際秩序観につ

いての研究に活かされていないように見受



けられる。本研究では、外交史と国際政治思

想史からアプローチし、フランスやドイツの

大陸ヨーロッパや日本などのアジアの国際

秩序構想をも取り上げることで、以上の欠陥

を補うものである。 
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２．研究の目的 

本研究は、20 世紀のさまざまな地域に現れ

た国際秩序構想を、外交史と思想史の両面か

ら比較検討することで、「アメリカの社会科

学」として確立した国際関係論を批判的に再

検討するものである。本研究の目的は以下の

二つである。第一は、国際秩序観をめぐる外

交史的・思想史的研究に関する文献・史料を

収集・整理し、これを紙媒体およびウェブ媒

体で公開することによって、国際秩序研究の

インフラを整備することである。第二は、国

際関係論が知的営為であると同時に現実の

政治への応答であることを手がかりとして、

アメリカ一極支配後のグローバル化・多極化

する世界の把握に向けた視座を提供するこ

とである。 

 

３．研究の方法 

本研究は、20 世紀のさまざまな地域に現れ

た多様な国際秩序構想を、国際政治思想史と

外交史の両面から比較検討することで、アメ

リカの社会科学として確立した国際関係論

を批判的に再検討するものである。基本的な

研究方法は、①重要な一次史料・二次文献の

収集・整理・公開、②個別研究の深化、③各

研究の比較・総合である。とりわけ本研究の

特色は、緊密な情報交換と異なる手法間の相

互対話である。ウェブを通じた日常的な意見

交換を前提に、全員が集まる研究会合を年 2

回、計 6回行う。さらに年に 1回はコメンテ

ーターを招き、そのレビューを研究過程に織

り込んでいく。研究成果については、研究会

発表、学会報告そして最終的には書籍公刊の

形で公開し、社会と学界への還元を行う。 

 
４．研究成果 

(1) 2015 年度日本国際政治学会研究大会に

て部会報告「古典的国際政治論の『英国学派』

からの解放」（西村邦行・葛谷彩・宮下豊）

を行なった。 

本報告では、「アメリカの社会科学」として

の IR（国際関係論）を超える試みが陥る罠、

すなわち、「アメリカの社会科学」を相対化

しようとして、逆にその再生産に寄与するこ

とを、イギリスの歴史家であり、古典的国際

政治論の学者である H・バターフィールドを

事例として、彼を「英国学派」に含めること

の問題性を明らかにすることで指摘した。 

各自の報告タイトルは以下の通りである。西

村邦行「なぜ「アメリカの社会科学」に抗す

べきでないか―記号としての英国学派とそ

の限界」、葛谷彩「H・バターフィールドと高

坂正堯の国際政治論―ドイツの知的伝統の

視点から」、宮下豊「現状の防衛という自己

義認―H・バターフィールドの政治的判断に



ついて」 

本報告について、わが国の国際政治学界でこ

れまで「英国学派」の創始者のひとりという

認知しかされず、かつその業績があまり知ら

れていない H・バターフィールドを取り上げ

たこと、かつ彼を「英国学派」に含めること

の問題性を、アメリカや日本の古典的国際政

治論の学者との比較から浮き彫りにした手

法が当日のフロアから高く評価された。国際

政治思想の多国間比較の可能性ならびに非

西欧圏でありながら戦前からの欧米の知的

伝統の蓄積があるわが国からの貢献の可能

性を感じさせるものであった。 

(2) 『「アメリカの社会科学」を超えて：20

世紀国際秩序観の再検討』と題した論集の刊

行に向けて準備中である。 

同論集は 2017 年 3月に晃洋書房より刊行予

定である。 

 (3)今後の展望 

本研究において以下の二つの知見を得た。一

つは、上述した「アメリカの社会科学」を超

える試みが却ってその再生産につながると

いう罠への気づきであり、もう一つは、国際

政治思想史と外交史の若手研究者の間で対

話を深める中で「歴史的」視点と手法の可能

性を再確認したことである。以上の知見を踏

まえて、昨年申請した共同研究計画（「国際

関係論」からの解放―「IR」から「歴史」へ

の回帰）が今年度基盤研究（C）で採択され

た。同研究では、「アメリカの社会科学」と

いう対象を超えて「IR」事態を相対化する必

要から、19 世紀末に遡って「IR」以前の国

際秩序をめぐる研究（「外交史」 

「国際法」「地政学」など）をも射程に入れ

ることで、「IR」の本来持っていた豊かな可

能性を再発見し、これを活性化する手がかり

を歴史的手法に求めることを目指している。 
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